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【離脱期日延期の可能性浮上】
 10月19日までに新たな離脱案が英議会で承認されなかっ
た場合、離脱期日を2020年1月末まで延期するよう、EU
に対し申請することを政府に義務付ける法案（離脱延期
法案）を可決。審議は上院に移り、今後、議会が休会す
るまでに当該法案が成立することを目指す。

 解散総選挙実施を求めるジョンソン首相の提案を否決。た
だし、首相は再度、解散総選挙の実施を提案する予定。

【ジョンソン首相の求心力低下】
ジョンソン首相は、従来より現在の離脱期日である10月31日
までに、是が非でも離脱すると表明してきました。
しかし、これに反発する動きが、離脱に反対する野党だけでなく、
首相率いる与党・保守党にも見られます。
9月3日には、保守党議員1人が野党に移籍しました。また、
同日に、首相の意向に反し、離脱延期法案の審議入りに賛
成したハモンド前財務相等、約20人の議員が保守党から除
名されました。
この結果、与党の議席数は過半数を大きく割り込んでおり、
ジョンソン首相の求心力は低下している模様です。
【英国に残された時間は限られる】
9月9日の週から10月半ばまで英議会は休会となるため、英
国に残された時間は非常に限られています。
依然、バックストップ条項については解決策はなく、メルケル独
首相に求められている「30日以内に代替案を提示する」という
約束も果たせるかどうか分かりません。
なお、各政党の支持率（9月2日-3日調査）を見ると、保守
党が3割を超える支持を獲得する等、英国国内でも様々な意
見がある模様です。
10月31日という期限を目前にし、英国のEU離脱問題は依然
まとまる様子が見られず、当面市場の変動要因となることが考
えられます。

 英EU離脱～離脱期日延期の可能性浮上～
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【離脱期日は10月31日】
英議会下院はEU（欧州連合）からの離脱延期を政府に義務付ける法案を可決しました。また、ジョンソン
首相の解散総選挙実施の提案を否決しました。離脱期日までの時間が限られる中、解散総選挙の可能性
も依然残っていること等から、今後どのように進むのか不透明な状態が続いています。

【今後想定される流れ】
2019年8月28日 ジョンソン首相が9月9日の週から
10月半ばまで議会の休会を表明 ⇒ 承認

2019年9月4日 離脱延期法案を下院が可決
解散総選挙は一旦回避

上院が離脱延期法案を審議
首相が解散総選挙実施を再度提案する可能性？

2019年9月9日の週から議会休会

2019年10月14日 女王が施政方針演説
以降、議会が再開される予定

2019年10月17日～18日 EU首脳会議

2019年10月19日までに英議会が新たな離脱案を
承認しなかった場合、EUに離脱延期を申請予定

2019年10月31日までに英国がEUから正式離脱？

【英国の主な政党の支持率】
（2019年9月2日-3日調査）
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